（第1号様式・第９関係）

	受付整理番号
	


令和３（2021）年度 第３回 スタートアップ助成
助成金交付申請書（個人申請）
公益財団法人東京都歴史文化財団　理事長　殿

住所： 東京都
申請者名： 　　　　　　　　　          印
* 活動時に芸名等を使用している場合は、芸名・屋号等を記載（本名は「申請者基本情報」の本名欄に記載）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
下記の事業について、スタートアップ助成金交付要綱に基づき助成金の交付を申請します。
なお、申請関係書類に記載した個人情報は、公募ガイドライン「９. 個人情報の取扱い」に記載されている内容を承諾した上で提供します。
	フリガナ
	

	事業名
*確定していない場合は末尾に（仮）と付記
	

	
	

	活動分野
（上段の5つの分野から複数を選択可。又は下段の「複合」を選択）
	□ 音楽      □ 演劇      □ 舞踊      □ 美術・映像      □ 伝統芸能

	
	□ 複合（核となる分野を特定できない芸術活動）

	実施場所
	□ 都内             □ 海外             □ 都内及び海外


	事業内容
	□ 都内での芸術創造活動            □ 国際的な芸術交流活動

	助成申請額
*半角数字。桁区切りのカンマを入れる
	
	円（「収支予算書」記載の「当助成申請額」と一致）

	総事業費
	
	円
	助成対象経費
	
	　円

	実施期間
*準備期間は含めない
	開始日
(西暦)
*半角数字
	
	年
	
	月
	
	日
	終了日
(西暦)
*半角数字
	
	年
	
	月
	
	日

	実施会場
* 複数回実施する場合は各回の日程・場所を記載
	
	所在地
（区市町村名）
（海外の場合は国・都市名）
	

	実施回数
又は日数
	
	入場者又は参加者数
	名

	主催・共催・助成・提携・協賛・後援・協力等とその役割
*予定・申請中の場合も必ず記載してください。
	名義
	個人名･団体名･機関名
	役割

	
	主催
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	●以下の各項目の詳しい記載方法は、「申請書類作成の手引き」を参照してください。

※企画書等の補足資料を提出する場合でも「別紙参照」とせず、必ず以下の枠内に概要を記載してください。

※枠内には文章のみを記載してください。図や写真は貼り付けないでください。

※以下の枠内は文章量に応じて枠の幅が自動的に広がり改ページする設定になっているので、文字の大きさと行間は変更しないでください。

	

	１. 申請者の資格（公募ガイドライン4-5頁参照）の「（１）個人の要件：ア、イ」について

	個人の要件
（ア）
【必要な実績】

過去３年間に申請する分野での公開活動の実績が１回以上あること（主催事業でなくても可）(都内での活動でなくても可)

* 本欄に1件の記載もない場合は、申請できません。
	過去３年間（2018年12月23日以降申請時点まで）に行った申請する分野での公開活動（★）の実績を１件以上３件以内で記載してください。
その際、活動ごとに以下の（１）から（９）の項目について記載してください。
（１）事業の名称と活動形態（公演、展示、ワークショップ、レクチャー等）
（２）実施年月日

（３）事業の名義〔主催・共催・助成・協賛・後援・協力等〕
（４）会場名と所在地（都道府県及び区市町村名／海外の場合は、国名及び都市名）
（５）実施日数（実施回数）
（６）入場者又は参加者数　＊正確に分からない場合は、おおよその数で可
（７）事業費（円）＊正確に分からない場合は、概算で可

（８）当該事業における申請者の役割（演出、脚本、主演、作品制作、公演制作等）
（９）当該事業の記録をウェブサイト上で視聴・閲覧できる場合のURL（URLのない場合は記載不要）
（★）公開活動の実施場所は問いません（東京都以外やオンラインでの公開活動でも可）。学内施設を会場として用いた場合は、学内だけではなく一般に向けて公開した活動であれば、本欄の実績として認められます。本欄に記載する公開活動は申請者が主催したものでなくても構いません（依頼された活動でも可）。また、芸術団体等のメンバーとしての活動も実績として認められます。

	
	[1]
	

	
	[2]
	

	
	[3]
	

	個人の要件
（イ）
【都内での主催事業の回数・年数の上限】
（A）都内で初めて公開活動を主催してから３年未満

又は

（B）都内で主催した公開活動の実績が５回以内
※「０回」でも申請可
☆上記（A）か（B）のどちらかを満たしていれば申請可
	（A）
	申請する分野において、申請者が都内で自ら初めて主催した公開活動の年月日（2018年12月23日以降であること）
※何日かにまたがる活動の場合は、活動の最終日を記載　
※1回もない場合は空欄で結構です（1回もない場合も申請できます）。
	
	年
	
	月
	
	日

	
	
	
	(西暦)　*半角数字

	
	（B）
	申請する分野において、申請者が都内で自ら主催した公開活動の実績数（2021年12月21日時点で実施済みの活動の回数）※１回もない場合は「0回」と記載（「0回」でも申請できます）。
	
	回

	
	申請者が、申請する分野において、都内で自ら主催した公開活動の全ての実績について、活動ごとに以下の（１）から（９）の項目を記載してください。
（※）この枠には、ほかから依頼されて行ったものを除く、申請者本人が主催して行った公開活動のみを記載してください。
（※）申請する分野において、都内で自ら主催した公開活動の実績がない場合は、本欄[1]に「なし」と記載してください。その場合も、申請することができます。
（※）在学中に学内事業として実施した活動については、当欄への記載は不要です。上記（B）欄の「実績数」に含める必要もありません。
（１）事業の名称と活動形態（公演、展示、ワークショップ、レクチャー、等）
（２）実施年月日
（３）事業の名義〔主催者・共催者・助成・協賛・後援・協力等〕
（４）会場名と所在地（東京都内の区市町村名）
（５）実施日数（実施回数）
（６）入場者又は参加者数
（７）事業費（円）

（８）当該事業における申請者の役割（演出、主演、作品制作、公演制作等）
（９）当該事業の記録をウェブサイト上で視聴・閲覧できる場合のURL（URLのない場合は記載不要）

	
	[1]
	

	
	[2]
	

	
	[3]
	

	
	[4]
	

	
	[5]
	

	２. 事業のスケジュール
〔企画立案、各種契約、会場予約、広報活動、チケット発売、設営等、種々の準備段階から、事業実施、実施後の実績報告書の作成まで、それぞれの日程と作業内容を具体的に記載してください。〕

	

	３. 事業の具体的内容　※（１）から（４）を具体的に記載してください。　※250字程度
（１）演目、曲目、作品名、あらすじ等、事業の中で実際に行われるプログラム内容　（２）出演者・スタッフ等　（３）創作（作品）のテーマ、
コンセプト　（４）申請事業の参考となる動画・音源等をウエブサイト上で視聴・閲覧できる場合のURL（URLのない場合は記載不要）

	（１）
（２）
（３）
（４） URL :

	４. 事業の目的

	事業の目的・取組
	事業の目的を記載してください。※250字以内　※別添資料の提出に関わらず、当欄の記載必須

	
	

	
	事業の目的を達成するために「今回特に取り組むこと」を具体的に記載してください。※250字以内
〔例えば、企画や創作上の試み、出演者・共演者の選定やプログラミングにおける工夫、情報発信・広報に関する独自の手法、外部との連携、数値目標等〕　※別添資料の提出に関わらず、当欄の記載必須

	
	

	５. 今後の芸術活動の計画　※250字以内
〔本事業の実施を踏まえて、今後行う予定の芸術活動について、５年をめどになるべく具体的に記載してください。また、今後、芸術活動において何を大切にし、どのような創作活動を目指すのか、将来の芸術活動の構想やビジョンについても記載してください。〕

	


2

